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Ｑ
．
借
り
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
．
利
用
者
カ
ー
ド
の
登
録
が
必
要
で
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
は
２
館
共

通
で
す
。
登
録
は

無
料
で
す
が
、
紛

失
等
に
よ
る
カ
ー

ド
の
再
発
行
は

１
０
０
円
の
手
数

料
が
か
か
り
ま

す
。

共通休館日は、祝日・月末・年末年始など。
開館時間は平日：９時30分～６時　土日：９時～５時まで。

図書検索予約ページ：http://www.e-tosho.com/nakagawa/PC/PC00101.aspx
（町ホームページから進めます。トップページ→図書館利用案内→図書検索予約）
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「
読
書
の
秋
」で
す
。

  
図
書
館
へ
行
こ
う！

Ｑ
．
閉
ま
っ
て
い
る
時
に
返
却
す
る
に
は
？

Ａ
．
各
図
書
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、「
返

却
ポ
ス
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
返
却
ポ
ス
ト

Ｑ
．
新
聞
は
あ
る
の
？

Ａ
．
各
図
書
館
で
５
紙
ず
つ
購
入
し
て
い
ま

す
。
新
聞
は
一
年
間
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
読
み
た
い
場
合
は
、
各
図
書
館
に
来
館

く
だ
さ
い
。

　

馬
頭
図
書
館
で
購
入
し
て
い
る
新
聞
は
、

下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
日
本

経
済
新
聞
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

小
川
図
書
館
で
購
入
し
て
い
る
新
聞
は
、

下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経

新
聞
、
ス
ポ
ー
ツ
報
知
で
す
。

Ｑ
．
雑
誌
は
あ
る
の
？

Ａ
．
雑
誌
は
馬
頭
図
書
館
が
37
誌
、
小
川

図
書
館
は
25
誌
購
入
し
て
い
ま
す
。
週
刊
誌

や
趣
味
の
雑
誌
、文
芸
誌
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

雑
誌
は
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
貸
出
可
能
で
す
。

　

七
月
末
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
雑
誌

の
検
索
・
予
約
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
予
約
が
し
た
い
。

Ａ
．
ご
利
用
に
な
る
に
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
等

の
登
録
が
必
要
で
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
図
書
館
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
出
来

る
？

Ａ
．利
用
者
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
あ
る
方
は
、

利
用
者
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
出

来
ま
す
。
ひ
と
り
一
回
30
分
、
次
の
利
用
者

が
い
な
い
場
合
は
、
更
に
30
分
ま
で
延
長
出

来
ま
す
。

Ｑ
．
コ
ピ
ー
を
し
て
く
れ
る
の
？

Ａ
．
図
書
館
所
蔵
の
資
料
に
限
り
、
著
作
権

の
許
す
範
囲
内
で
コ
ピ
ー
が
出
来
ま
す
。
ご

利
用
希
望
の
方
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
一
枚
20
円
の
料
金
が
か
か

り
ま
す
。

に
入
れ
る
と
、
破
損
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
開
館
時
間
中
に
館
内
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
資
料
の
延
長
は
可
能
？

Ａ
．
予
約
の
入
っ
て
い
な
い
場
合
の
み
、
延

長
が
可
能
で
す
。
お
電
話
で
の
延
長
も
可
能

で
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

厳
し
い
暑
さ
の
続
い
た
夏
も
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
読
書
の
秋

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
、
町
立
図
書
館
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？　

那
珂
川
町
に
は
、
馬
頭
図
書

館
と
小
川
図
書
館
、
ふ
た
つ
の
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
は
誰
で
も
利
用
で
き
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
回
の
特
集
で
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
よ
く

知
っ
て
、
趣
味
や
勉
強
、
仕
事
な
ど
に
も
有
効
に
活
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。知

っ
て
い
ま
す
か
、

図
書
館
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
本
や
Ｃ
Ｄ
は
い
く
つ
借
り
ら

れ
る
の
？

Ａ
．
本
は
10
冊
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

な
ど
の
視
聴
覚
資
料
は
５
点
ま

で
で
す
。
期
限
は
２
週
間
で
す
。

返
却
は
、
ど
ち
ら
の
図
書
館
で
も

大
丈
夫
で
す
。

Ｑ
．
読
み
た
い
本
が
あ
る
か
知
り

た
い
。

Ａ
．
窓
口
職
員
に
聞
い
て
い
た
だ

く
ほ
か
に
、
図
書
館
内
に
あ
る
検

索
機
や
、
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
検
索
で
き
ま
す
。
那
珂

川
町
図
書
館
に
な
い
資
料
は
、
他

の
図
書
館
か
ら
借
り
た
り
、
購
入

す
る
な
ど
し
て
ご
要
望
に
お
応

え
し
ま
す
。

誰でも利用できる「検索機」

返却ポスト

馬頭図書館
一般書約54,000冊、児童書約30,500冊所蔵。
１日約81人が来館しています。（H23調べ）
休館日は毎週月曜日です。
　　所在地：那珂川町馬頭551-1
　　☎0287-92-5015　Fax0287-92-5043

小川図書館
一般書約27,000冊、児童書約13,000冊所蔵。
１日約53人が来館しています。（H23調べ）
休館日は毎週金曜日です。
　　所在地：那珂川町小川2785
　　☎0287-96-2335　Fax0287-96-7051
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を

　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

図
書
館
で
は
、  　
　
　
　

   

様
々
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
司
書
が
誕
生
し
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
向
上
の
ご
協
力
を
！

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
調
べ
も

の
を
す
る
人
た
ち
を
助
け
る
仕
事
で
す
。

　

読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
い
、
郷
土
に

関
す
る
調
べ
も
の
を
し
た
い
等
、
お
困
り
の

際
は
、
図
書
館
職
員
が
資
料
探
し
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
で
は
、
お
子
さ
ん
が
対
象
の
「
お

は
な
し
会
」
や
、
大
人
の
方
が
対
象
の
「
読

書
会
」
な
ど
、
毎
月
様
々
な
催
し
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
の
「
図
書

館
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

８
月
１
日
～
７
日
に
開
催
さ
れ
た
、「
子

ど
も
司
書
講
座
」
で
は
、
８
人
の
子
ど
も
司

書
さ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
司
書
に
認
定
さ
れ
た
方
に
は
、
夏

休
み
や
冬
休
み
な
ど
、
学
校
が
長
期
休
業
中

の
間
、
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
な
ど
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
資
料
は
、
町
民
み
な
さ
ん
の
財

産
で
す
。
本
を
折
っ
た
り
、
破
い
た
り
し
な

い
。
本
に
書
き
込
み
を
し
な
い
。
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
傷
つ
け
た
り
汚
し
た
り
し
な
い
。
返

却
期
限
を
守
る
な
ど
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
気

配
り
が
、
よ
り
よ
い
図
書
館
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

レファレンス用の図書 学習コーナー

おはなし会

「子ども司書講座」で行われた「製本教室」
子ども司書講座

受講生

深沢はなさん
（馬頭小６年）【

問
い
合
わ
せ
】

●
馬
頭
図
書
館

☎
０
２
８
７
（
９
2
）
５
０
１
５

「児童館」
9月16日～10月15日

のお休み
開館時間

午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会

なかよしひろば

なかよしひろば

チャレンジクッキング

いちごクラブ

ＪＶＣのおはなし会

高校生ボランティアのおはなし会

小川おはなし会

読　書　会

婦人ボランティアのおはなし会

・  ９月20日（木）午前10時30分～
・10月  4日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

・９月27日（木）　午前10時～
 「砂遊びをしよう」
・参加申し込み　9月22日（土祝）まで

・10月11日（木）　午前10時～
 「うんどうかいごっこ」
・参加申し込み　10月５日（金）まで

・10月13日（土）午前10時～
  「お好み焼き」を作くりましょう。
・参加申し込み　10月９日（火）まで
・参加費　100円

・９月22日（土祝）午前10時～
 「体を動かしてゲームをしよう」
　ロケットバルーンを作って遊びます
・参加申し込み　９月19日（水）まで

・９月15日（土）午後２時～
・場所　小川図書館 絵本コーナー

ジュニアボランティアクラブの方たちが、たのしい
紙しばいや絵本を読んでくれます。
おはなしの後は、折り紙で手裏剣を作りましょう。

・９月16日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室

馬頭高校ボランティア部の方たちが、たのしい紙し
ばいや絵本を読んでくれます。
おはなしの後は、スライムをつくります。

・10月６日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー

おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなし
の絵本や紙しばいを読んでくれます。
おはなしの後は、応援ポンポンをつくります。

・10月10日（水）午後１時30分～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　テキスト「下山の思想」　五木寛之／著

・10月13日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室

おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなし
の絵本や紙しばいを読んでくれます。リサイクル
工作では、ハロウィングッズを作ります。

馬頭図書館・小川図書館の休館日
（9月16日～10月15日）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日
９月17日（月）、18日(火)、22日

（土）、24日（月）、30日（日）、
１０月1日（月）、８日（月）、９日（火）

９月２１日（金）、２２日（土）、
２８日（金）、30日（日）、１０月
５日（金）、８日（月）、12日（金）

日 月 火 水 木 金 土
9/16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 10/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15

　図書館はよく利用していて、以前から、図書館
の仕事に興味があったので受講しました。
　4日間の講座でしたが、すごく楽しかったです。
特に、カウンターの仕事が楽しかったです。製本
教室は、難しかったけれど、上手に仕上がったの
でうれしかったです。
　これからは、読み聞かせなどの活動に参加した
いと思っています。

ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

図書館事務員（1名）を募集します
○雇用期間　平成24年10月1日
　　　　　　　　　～平成25年3月31日
○勤務場所　小川図書館
○採用要件　初歩的なパソコン操作のできる方
○仕事内容　資料の貸出返却、データ作成等
○勤 務 日　週3日程度
○勤務時間　平日：9時15分～18時
　　　　　　土日：8時30分～17時15分
○賃　　金　日給：6,400円
○社会保険　雇用保険
○応募用紙　町ホームページからダウンロードできる

ほか、役場総務課、小川庁舎総合窓口課、
馬頭・小川図書館にあります。

○応募締切　9月21日（金）※馬頭図書館必着
○問い合わせ　馬頭図書館 ☎0287－92－5015
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那珂川町職員の
給与・定員管理などの状況を紹介します
　那珂川町職員の給与・定員管理、勤務時間などについて公
表します。
　町職員の給与・定員管理などは、地方公務員法などの規定
に基づき、町議会の議決を経て条例等で定められています。

（3）一般行政職の級別職員数の状況 
　　（H24.4.1 現在）　　　　　　　　　　 単位：人
区分 標準的な職務 職員数 構成比
６級 課長 ､ 局長 ､ 主幹の職務 14 9.9%
５級 課長 ､ 主幹の職務 26 18.4%
４級 課長補佐 ､ 副主幹の職務 49 34.8%
３級 係長 ､ 主査の職務 29 20.6%
２級 主事 ､ 技師の職務 8 5.7%
１級 主事（補）､技師（補）の職務 15 10.6%

※教育長及び南那須地区広域行政事務組合派遣職員は含
まず。

（2）退職手当の状況（H24.4.1 現在）
区　　分 内　　　容 国の制度との比較

自己都合退職

同じ
勤続 20 年 23.50 月分
勤続 25 年 33.50 月分
勤続 35 年 47.50 月分
最高限度額 59.28 月分

勧奨 ･ 定年退職

同じ
勤続 20 年 30.55月分
勤続 25 年 41.34月分
勤続 35 年 59.28月分
最高限度額 59.28月分
※定年前早期退職者に対する特例措置有り（2 ～ 20％）
※職の職制上の段階、職務の級等による職員の区分に応
じた調整額の加算有り

（3）その他の手当の状況（H24.4.1 現在）
名　　称 内　　　　　容

特殊勤務手当

　著しく危険、不快、不健康又は困
難な勤務等に従事する職員に対して
支給される手当で、滞納整理事務、
用地取得等交渉業務、汚物等処理作
業などがあります。

時間外勤務手当
　正規の勤務時間外に勤務すること
を命ぜられた職員に、その勤務した
時間数に応じて支給される手当です。

扶養手当

配偶者　　　　　　　　月　13,000円
配偶者以外の扶養親族　月　 6,500円
　　　　　　　　　　　　～11,000円
満16歳から満22歳までの子の加算
　　　　　　　　　　　月　 5,000円

住居手当
借家・借間
　　　　　　　 月額上限　27,000 円

（家賃月額 12,000 円を超える場合）

通勤手当
電車・バス通勤者　　　実費額 
自家用車通勤者　　　　月　 2,000円
　　　　　　　　　　　　～24,500円

１．職員数の状況
（1）部門別職員数の状況（各年４月１日現在） 単位：人

部 　 　 門
職　員　数 対前年

増減数平成23年 平成24年
一 般 行 政 158 155 △ 3
特 別 行 政 52 47 △ 5
公営企業等会計 28 25 △ 3
合 計 238 227 △ 11

※教育長を含み、南那須地区広域行政事務組合派遣職員
は含まず。

（2）年齢別職員構成の状況（H24.4.1 現在） 単位：人
18～ 24～ 28～ 32～ 36～ 40～
23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳

職 員 数 9 22 13 16 20 20
44～ 48～ 52～ 56～ 60歳 合計47歳 51歳 55歳 59歳 以上

職 員 数 10 32 50 34 0 226
※教育長及び南那須地区広域行政事務組合派遣職員は
含まず。

2．定員管理の状況
（1）定員適正化の目標と進捗状況　　　　　 単位：人

H23
（１年目）

H24
（2 年目）

H25
（3 年目）

H26
（4 年目）

H27
（5 年目）

H28
（終年）

職 員 数 238 227 222 216 213 209
－ △ 11 △ 5 △ 6 △ 3 △ 4

※教育長を含み、南那須地区広域行政事務組合派遣職員
は含まず。

3．職員の給与の状況
（1）人件費の状況（前年度普通会計決算額） 単位：千円

住民基本台帳
人口

歳出額
Ａ

実質収支
人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ / Ａ

H24.3.31 現在
18,779 人 8,821,025 843,446 1,830,050

　％
20.7

※職員給与、特別職給料及び報酬等が含まれています。

4．職員の手当の状況
（1）期末・勤勉手当の状況（H24.4.1現在）

区　　分 内　　容 国の制度との比較
期 末 手 当 2.60月分 同じ
勤 勉 手 当 1.35月分 同じ
職制上の段階、職務の級等による加算措置有り

5．職員の勤務時間その他の勤務条件
（1）勤務の状況

１週間の勤務時間 38時間45分
１ 日 の 勤 務 時 間 ７時間45分
執 務 時 間 ８:30～17:15
休 憩 時 間 12:00～13:00

（2）職員給与費の状況（当年度一般会計予算額） 単位：千円
職員数

A
給　　　与　　　費 １人当たり給与費

Ｂ / Ａ給　料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計　Ｂ
202人 866,268 81,093 311,511 1,258,872 6,232
※職員手当には退職手当を含んでいません。

（3）職員の平均給料月額の状況（H24.4.1現在）
区　　　分 平均年齢 平均給料月額
一般行政職 43.6歳 325,000円
技能労務職 55.5歳 314,500円

（4）初任給の状況（H24.4.1現在）
区　　　分 初　任　給 ２年後の給料

一般行政職
大学卒 161,600円 177,300円
高校卒 140,100円 148,500円

技能労務職 高校卒 137,200円 145,500円

（5）経験年数･学歴別平均給料月額の状況（H24.4.1現在）

区　　　分 経験年数
10～14年

経験年数
15～19年

経験年数
20～24年

一般行政職
大学卒 259,800円 313,300円 358,700円
高校卒           － 292,000円 331,000円

技能労務職 高校卒           －           － 281,100円

◆給与抑制措置としての減額
　那珂川町では、給与抑制措置として、次のとおり減額
支給しています。
　①特別職給料　　　10％削減（町長 30％）
　②特別職期末手当　10％削減（町長 30％）
　③議員報酬　　　　  5％削減
　④議員期末手当　　  5％削減

（2）部門別職員数の推移状況（各年 4.1 現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人
　　　　　　　区　分
部　門　　　　　　　

職　　員　　数 対 前 年 増 減 数
平成22年 平成23年 平成24年 平成22年 平成23年 平成24年

福祉関係除く 
一般行政

議 　 会 3 3 3 0 0 0
総 　 務 47 43 41 1 △ 4 △ 2
税 　 務 10 12 12 △ 1 2 0
農 　 水 17 16 17 △ 7 △ 1 1
商 　 工 6 6 6 1 0 0
土 　 木 10 10 10 △ 2 0 0
小 　 計 93 90 89 △ 8 △ 3 △ 1

福祉関係
民 　 生 57 55 52 △ 5 △ 2 △ 3
衛 　 生 13 13 14 0 0 1
小 　 計 70 68 66 △ 5 △ 2 △ 2

一　般　行　政　計 163 158 155 △ 13 △ 5 △ 3

特別行政
教 　 育 54 52 47 △ 5 △ 2 △ 5
小 　 計 54 52 47 △ 5 △ 2 △ 5

公営企業等

水 　 道 8 8 7 0 0 △ 1
下 水 道 4 4 4 0 0 0
そ の 他 16 16 14 0 0 △ 2
小 　 計 28 28 25 0 0 △ 3

総　　　合　　　計 245 238 227 △ 18 △ 7 △ 11
※教育長を含み、南那須地区広域行政事務組合派遣職員は含まず。
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町
で
は
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
が
見
込

ま
れ
る
団
体
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
創
意

と
工
夫
に
よ
る
住
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
団
体
の
提
案
に
対
し
て
、
補
助
を
行

い
ま
す
。

■
対
象
団
体

　

活
動
の
成
果
が
期
待
で
き
、
次
の
要
件
を

満
た
す
団
体
と
し
ま
す
。

⑴
町
内
に
活
動
拠
点
（
事
務
所
）
が
あ
る

団
体

⑵
主
に
町
内
の
在
住
（
勤
）
者
８
名
以
上

で
構
成
す
る
団
体

⑶
会
則
等
が
あ
り
、
会
計
処
理
が
適
切
に

さ
れ
て
い
る
団
体

⑷
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

■
対
象
事
業

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
公
益
的
な
事

業
と
し
ま
す
。

⑴
全
町
的
な
活
動
で
、
住
民
の
福
祉
向
上

が
見
込
ま
れ
る
事
業
（
１
号
事
業
）

⑵
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
で
、
地
域
の
住

民
の
福
祉
向
上
が
見
込
ま
れ
る
事
業

（
２
号
事
業
）

⑶
特
定
の
目
的
を
持
っ
た
活
動
で
、
住
民

の
福
祉
向
上
が
見
込
ま
れ
る
事
業
（
３

号
事
業
）

■
補
助
期
間

　

団
体
が
育
成
し
自
立
す
る
こ
と
を
前
提
に

３
ヵ
年
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
１
号
事
業
に

あ
っ
て
は
５
ヵ
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
補
助
金
額

◎
１
号
事
業
は
、
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

１
以
内(

限
度
額
50
万
円)

◎
２
、３
号
事
業
は
、
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内(

限
度
額
30
万
円)

※
交
際
費
、
慶
弔
費
、
飲
食
費
、
懇
親
会
費

等
、
事
業
に
関
係
の
な
い
経
費
は
補
助
対

象
外
と
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

9
月
28
日
（
金
）
ま
で

■
提
案
の
方
法

　

①
活
動
提
案
書
（
様
式
第
１
号
）、

　

②
全
体
計
画
書
（
様
式
第
２
号
）、

　

③
会
則
等

の
３
点
を
、
提
案
内
容
を
所
管
す
る
課
又
は

室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
①
、
②
は
企
画

財
政
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。　

http://w
w
w
.tow
n.tochigi-

nakagaw
a.lg.jp/

■
提
案
の
審
査
方
法

　

補
助
金
負
担
金
等
審
議
会
で
審
査
し
、
採

択
の
可
否
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎
０
２
８
７
―
９
２
―
１
１
１
４

平
成
25
年
度

『
提
案
型
補
助
金
』

み
な
さ
ん
か
ら
の

　
　
提
案
を
募
集
し 

ま
す

■家屋課税台帳未登録家屋を調査します
　町内にある家屋で家屋課税台帳に登録されていない家屋（課税されていない家屋）を対象に現地調査を実施
いたしますので、調査にご協力くださいますようお願いいたします。
　現地調査実施時には、税務課職員２名でお伺いし、家屋のある敷地内に立ち入らせていただくことになります。
留守の場合も敷地内に立ち入り外観調査をさせていただきますのでご了承ください。また、所有者等の確認の
ためお尋ねすることもありますので、ご協力をお願いいたします。
　　　　　　　　　　※所有されている家屋に心当たりがある方も、職員が順次調査にまいりますので、
　　　　　　　　　　　事前のご連絡の必要はありません。

■家屋を解体した場合は滅失届を
　家屋の老朽化や建て替え等で家屋を取り壊した場合には、滅失届の提出を忘れずにお願いいたします。また、
新たに家屋を新築・増築等された場合にも税務課までご連絡下さいますようお願いいたします。

問い合わせ　税務課　課税係　　☎０２８７－９２－１１２０

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

10
万
円　

齋
藤
裕
一
様
（
恩
田
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

８
千
円　
　

匿
名
（
４
５
４
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

２
万
円　益

子
和
弘
様
（
健
武
55
回
）

３
万
円　
　

匿　

名

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
費
へ

10
万
円　
　

平
山
農
様
（
松
野
）

○
奨
学
基
金
へ

10
万
円　
　

平
山
農
様
（
松
野
）

○
各
小
中
学
校
へ

図
書
「
教
師
の
た
め
の
な
る
ほ
ど

Ｑ
＆
Ａ
」
（
各
校
へ
１
冊
ず
つ 

計
８
冊
）
南
那
須
退
職
校
長
会
様

○
図
書
館
へ

折
り
紙
１
８
０
袋

野
口
八
重
様
（
馬
頭
）

図
書
「
図
書
館
の
主
」
２
冊

　
　
　
　
　

匿　

名

図
書
「
青
山
杉
雨
の
眼
と
書
」

　
　
　

佐
藤
勝
生
様
（
健
武
）

9月10日～16日は
「自殺予防週間」です。

ホストファミリーを募集します
～外国人ゲストを泊めてくれるご家庭～

ホームステイウィークエンド
in那珂川

２０１２　秋（稲刈り）
　毎年、全国で3万人、栃木県では500人を超え
る方が自殺によって亡くなっています。自殺者
の多くは、うつ病をはじめとするこころの病気
にかかっていたこともわかっています。
　では、自殺を予防するためには具体的にどう
すればいいのでしょうか？
　次の４つの視点「気づく・傾聴・つなぐ・見
守る」が重要となります！
①気づく：「あれ？何かへんだな…いつもと違
う感じがする…」そんな時は声を掛けてみま
しょう。
②傾聴：悩みを話してくれたら、時間をかけ
て、本人の気持ちを尊重し、できる限り傾聴し
ましょう。 
③つなぐ：必要に応じて、専門家への相談を勧
めたり、相談窓口に関する情報を提供してみま
しょう。
④見守る：暖かく寄り添いながら、じっくりと
見守り、自然に声を掛けるなど、焦らずに対応
してみましょう。

●気分の落ち込み、不眠等はこころの病気のサ
インかもしれません。早めにサインをキャッチ
し、相談や受診によりうつ病や自殺を予防しま
しょう。

　県内在住の外国人（大学の留学生や学校の外国語指導

者等）の方々と２泊３日、一緒に過ごしてみませんか？

外国の方と交流を楽しみたい方、外国語が苦手な方、得

意な方、上手になりたい方などなど･･･どなたでも奮っ

てご参加下さい。

日本語をある程度話せる方もいらっしゃいますよ。

ホームステイ：10月12日（金）夕方から

 　　　　　　　　   14日（日）の昼まで

稲 刈 り 体 験：10月13日（土）9：30～12：30頃　

　　　　　　　 福島泰夫様宅のほ場（芳井）

　　　　　　　日程は変更になる場合がありますので

　　　　　　　ご了承ください。

問い合わせ：那珂川町教育委員会　生涯学習課　

　　　　　　  ☎0287－96－2116 

  　　　　　  sistercity@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

申込締切：9月21日（金）

うつ病かも…自殺が心配…
と思ったら、

＜電話・来所相談＞
　★栃木県精神保健福祉センター

☎028－673－8785
　★栃木県烏山健康福祉センター

☎0287－82－2231
　★那珂川町健康福祉課

☎0287－92－1119
＜電話相談＞
　★こころのダイヤル　☎028－673－8341
　★栃木いのちの電話　☎028－643－7830

こころの健康相談窓口へ

お
詫
び
と
訂
正

８
月
号
５
頁
の
「
創
作
ダ
ン
ス
で

全
国
大
会
出
場
」
の
記
事
は
、「
白

相
有
加
さ
ん
（
三
輪
※
中
央
）、

深
澤
永
里
香
さ
ん
（
大
山
田
下
郷

※
左
）」
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。
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子育て支援センター わかあゆわかあゆ

◆センターは、0歳か
ら就学前のお子さん、
おかあさん、おうちの
方が一緒に遊ぶところ
です。ママ友との交
流・情報交換・子育て
相談の場として利用し
てください。

利用日時
月曜日～金曜日
9:00～17:00

☆子育て相談☆　～楽しく子育て～
9月19日（水）10：00～　　講師　大喜 正昭 先生

「ことばを伸ばす子どもとの関わり方」
　子どものことばを伸ばす望ましい親の関わり方（接し方）についてお話
ししていただきます。テーブルを囲んで一緒にお話ししましょう。
参加申し込み　9月18日（火）まで（電話又は、来館にて申込下さい）

☆うんどう会に参加しよう☆
9月29日(土)　9：0０集合
雨天順延　9月30（日）

　わかあゆ保育園の運動会に参加しましょ
う。お花の冠を頭にかぶり、「かざぐるま」
をくるくる回しながらお家の人といっしょに
ゴールしましょう。賞品もありますよ。
参加申し込み　9月21日（金）まで

☆楽器を作ろう
10月1０(水) 10:30

　子どもたちは音の出る
おもちゃが好きですね。
楽器を作ってリズム遊び
を楽しみましょう。
参加申し込み
10月 5日（金）まで

☆みんなの子育てひろば　
○きらきらベビークラス（０歳児）
　10月は毎回好評のベビーマッサージ。乾燥も気になる季節になります。
赤ちゃんの柔肌をママの手で優しくケアしてあげましょう。冬のお肌の
お手入れについてのお話しとあわせて、みんなで楽しく集まりませんか。
　日時：10月９日（火）10時～11時30分
　内容：「伝わる愛情。～タッチセラピー　ベビーマッサージ～」
　講師：浅川まり子さん（助産師）
　持ち物：バスタオル、オイル代１００円　
○ぴかぴかキッズクラス（１歳～就学前児）
　今回はママのためのごほうび時間です。お子さんは自由遊び、ママは
フットバス＆首と肩のハンドセラピー体験。リフレッシュして楽しく子育
てしましょう！
　日時：９月２５日（火）１０時～１１時３０分
　内容：「わたしのごほうび時間。～フットバスでリラックスタイム～」
　料金：おやつ代１００円
　※フットバスの数に限りがありますので、20組で締め切らせていただきます。

☆マタニティクラス～ハローベビー！～
　10月の内容は町のベビーサークルに参加
して、実際に赤ちゃんのお世話体験ができ
ます。先輩ママの出産にまつわる体験談を
聞きながら、出産前にママ体験をしません
か。
　日時：10月９日（火）10時～11時30分
　内容：「ベビーと触れあい体験」
　講師：浅川まり子さん（助産師）
　持ち物：母子手帳

※全て事前申し込みが必要となります。
　たくさんのご参加おまちしています。
■お問い合わせ・参加のお申し込み　　
健康管理センター　☎0287－92－1188

☎0287－96－5223

☎0287－92－1188健康管理センターからのお知らせ

　子どもは一人ひとり個性があり、成長のスピードも違います。子育てに「こうでなくてはいけない」
などの正解はありません。子育て中のイライラや焦る気持ち、悩みや迷いを誰かに話してみませんか？
お子さんが遊んでいる横で、自然と子育ての話が出て意外と「なぁんだ」とほっとしたり、育児の先輩の話に
納得したりしています。そんな出会いもできるセンターに気軽にお出かけください。

　児童手当現況届は、毎年６月中に提出することとなっております。提出されていない方は、至急提
出くださるようお願いいたします。提出がありませんと、10月に手当が支給できなくなります。

【現況届の審査結果について】
・審査の結果、引き続き6月分以降も受給できる方に

は、あらためての通知は行わないこととしており
ますので、次回定期払いの10月10日（水）に、振
込口座の通帳記帳によりご確認ください。

・所得制限を超えた場合は、特例給付で手当が支給
されます。特例給付となった受給者の方には8月中
に特例給付認定通知書を送付しています。特例給
付の支給金額は児童一人につき、一律月額5,000円
です。

・受給資格が認められなかった場合は
　支給事由消滅通知書を送付します。
【定期支払日】
・平成24年10月10日（水）
・平成25年２月８日（金）
・平成25年６月10日（月）

【子ども手当特別措置法の認定請求の手続はお済み
　ですか？】
　平成23年10月からの子ども手当特別措置法の申請をされ
ていない方は、児童手当の受給資格がないため現況届は送
付されません。
　子ども手当特別措置法の申請をされていない方は、先に
特別措置法の申請が必要です。申請をされない限り、平成
23年10月から平成24年3月分までの子ども手当、平成24年
４月分以降の児童手当の受給資格はありませんので、手当
は支給できません。
　子ども手当特別措置法の認定請求書の提出期限は平成24
年9月28日（金）までです。提出期限を過ぎますと平成23
年10月分からの手当の支給ができなくなります。至急手続
きをしてください。
問い合わせ　健康福祉課　子育て支援係
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0287－92－1119

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

就業規則･労働社会保険手続･労務管理･年金相談
遺言･相続相談･離婚相談･行政手続･各種許認可

保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

検
診
を
受
け
よ
う

  

～
子
宮
頸
が
ん
検
診
編
～

持
続
的
な
感
染
が
原
因
と
な
っ
て

発
症
し
ま
す
。Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
１
０
０
種

類
以
上
の
型
が
あ
り
、そ
の
う
ち
の

15
種
類
く
ら
い
が
子
宮
頸
が
ん
と

深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。Ｈ
Ｐ
Ｖ
は

性
交
渉
に
よ
り
感
染
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染

そ
の
も
の
は
ま
れ
で
は
な
く
、感
染

し
て
も
、多
く
の
場
合
、症
状
が
な

い
う
ち
に
自
然
に
排
出
さ
れ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。し
か
し
、Ｈ
Ｐ

Ｖ
が
排
除
さ
れ
な
い
で
感
染
が
続

く
と
、そ
の一部
が
、数
年
～
十
数
年

後
に
子
宮
頸
が
ん
を
発
症
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
の
予
防

　

近
年
、子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
、接
種
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
体
内
に
抗
体
を
つ
く
り
、Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
防
止
し
ま
す
。ワ
ク

チ
ン
は
15
種
類
の
型
の
う
ち
２
種

類（
16
型
と
18
型
）の
感
染
に
よ
る

子
宮
頸
が
ん
、お
よ
び
そ
の
前
が
ん

病
変
に
対
し
て
高
い
予
防
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、昨
年
か
ら
町

で
も
中
学
１
年
生
～
高
校
１
年
生

の
女
性
を
対
象
に
そ
の
費
用
を
全

額
助
成
し
て
い
ま
す
。子
宮
頸
が
ん

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
予
防
で
き

る
唯
一の
が
ん
で
す
。し
か
し
、ワ
ク

チ
ン
に
は
す
で
に
感
染
し
て
い
る
Ｈ

●
子
宮
が
ん
の
現
状

　

子
宮
が
ん
に
は
、子
宮
の
入
り

口
で
あ
る
頸
部
の
上
皮（
表
面
の

細
胞
）か
ら
発
生
す
る〝
子
宮
頸
が

ん
〟と
、子
宮
の
奥
に
あ
る
体
部
の

う
ち
の
内
膜
か
ら
発
生
す
る〝
子

宮
体
が
ん
〟が
あ
り
ま
す
。　　
　

　

子
宮
頸
が
ん
は
、20
歳
代
後
半

か
ら
増
加
し
、40
歳
代
前
半
が
最

も
多
く
な
り
、過
去
20
年
で
み
る

と
、20
～
30
歳
代
に
急
増
し
て
い
ま

す
。子
宮
体
が
ん
は
、50
歳
代
前
半

が
最
も
多
く
な
り
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
と
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

　

子
宮
頸
が
ん
は
、99
％
以
上
が
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）の

Ｐ
Ｖ
を
排
除
し
た
り
、が
ん
の
進
行

を
遅
ら
せ
た
り
す
る
効
果
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
意
義

　

子
宮
頸
が
ん
の
症
状
と
し
て
、不

正
出
血
や
お
り
も
の
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、早
期
の
場
合
は
症
状
が
な

い
場
合
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
診
す

る
こ
と
に
よ
り
、症
状
の
な
い
ご
く

初
期
の
段
階（
前
が
ん
状
態
や
早

期
が
ん
）で
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
、早
期
治
療
に
よ
り
、ほ
ぼ

１
０
０
％
子
宮
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。が
ん
が
進
行
し
て
か
ら
発

見
さ
れ
る
と
、死
亡
に
至
ら
な
い
ま

で
も
、子
宮
の
全
摘
出
に
な
っ
て
し

ま
い
、若
い
世
代
で
は
、妊
娠
や
出

産
が
で
き
な
く
な
って
し
ま
っ
た
り
、

排
尿
障
害
な
ど
の
後
遺
症
が
出
て

く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
検
診
で
は
、問
診
、視

診
、細
胞
診
と
内
診
を
行
い
ま
す
。

「
面
倒
だ
か
ら・・
」「
恥
ず
か
し
い

か
ら・・
」と
た
め
ら
わ
ず
、20
歳
を

過
ぎ
た
ら
、年
に
１
回
、継
続
的
に

検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
の
健
診
の
申
込
み
は
ま
だ
間
に

合
い
ま
す
。ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
申
し
込
み
先
】

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
８
７
―
９
２
―
１
１
８
８
）

児童手当現況届は提出されましたか？
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日
独
の
友
好
と
親
善
を
深
め
、

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
独
ス

ポ
ー
ツ
少
年
交
流
事
業
が
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
８
月
４
日
か
ら
４
泊
５

日
の
日
程
で
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ

ユ
ー
ゲ
ン
ト
柔
道
グ
ル
ー
プ
の
団

員
９
名
が
来
町
し
ま
し
た
。

　

滞
在
中
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
員
宅
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を

通
し
て
交
流
し
た
り
、
陶
芸
や
座

禅
な
ど
日
本
の
文
化
を
体
験
し
た

り
し
ま
し
た
。

　
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
一
緒
に
楽

し
む
こ
と
で
徐
々
に
仲
良
く
な
れ
た
。
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
す
ご
く
盛
り
上
が
っ

た
。
今
度
は
ぜ
ひ
自
分
が
ド
イ
ツ
に
行
っ

て
み
た
い
。」
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
・

　
　
　
　

藤
田
大
海
君
（
小
口
）

　
「
ゲ
ス
ト
の
考
え
を
で
き
る
だ
け

く
み
取
っ
て
接
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

受
け
入
れ
は
大
変
で
す
が
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
多
い
で
す
。」

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
山
田
真
実
さ
ん

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
事
業

蕎麦打ち体験（霧ヶ岳山村文化体験村）

交流運動会（総合体育館）

さよならパーティ

鈴木家（馬頭）と
シュバーツァー君

山田家（健武）と
パウラート君・ヴェンツェル君

佐藤家（久那瀬）と
シンドラー君・マイヤー君佐藤家（小川）とツァプフ君

大金家（久那瀬）と
ツァストラウ君

石川家（馬頭）と
オーピッツさん

小川家（北向田）と
ヴォカッツ団長

～ドイツ団のホームステイを受け入れられたホストファミリーの皆さん～

座禅体験（乾徳寺）

ドイツ団の皆さん（ばとうホースランドにて）

　

那
珂
川
町
夢
ま
つ
り

実
行
委
員
会
主
催
、
第

２
回
那
珂
川
町
夢
ま
つ

り
が
８
月
25
日
、
馬
頭

地
区
商
店
街
を
会
場
に

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
栃

木
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト

「
Ｔ
！
Ｐ
」
に
よ
る
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
。
は
つ
ら
つ

と
し
た
可
愛
ら
し
い
歌

声
と
ダ
ン
ス
に
会
場
は

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
９
時

半
か
ら
は
優
勝
賞
金

五
万
円
を
か
け
た
商
店

街
縦
断
三
輪
車
レ
ー
ス

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出

場
し
た
17
チ
ー
ム
は
お

よ
そ
１
・
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
五

人
一
組
で
競
い
ま
し
た
。
炎
天
下

の
過
酷
な
レ
ー
ス
を
勝
ち
抜
き
、

見
事
優
勝
を
果
た
し
た
の
は
馬
頭

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も

達
で
し
た
。
福
田
富
一
県
知
事
も

応
援
に
駆
け
つ
け
、
レ
ー
ス
終
了

後
に
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

11
時
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
講
師
に
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
シ
ド
ニ
ー
五
輪
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
の
石
川
多
映
子
氏
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
元
リ
ン
ク
栃

木
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
荒
井
尚
光
氏
、

サ
ッ
カ
ー
に
は
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
チ
ー
ム
の
『
Ｍ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｅ
』
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
プ
ロ
の
技
を

見
つ
め
る
子
ど
も
達
の
ま
な
ざ
し

は
真
剣
で
、
と
て
も
輝
い
て
い
ま

し
た
。

　

馬
頭
中
学
校
で
、
「
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
活
動
を
実
施
し
、
２
年
生
90
名
が
24

事
業
所
で
就
業
体
験
を
し
ま
し
た
。
８
月

22
日
か
ら
24
日
の
３
日
間
（
１
日
約
６
時

間
）
に
渡
る
体
験
を
通
し
て
、
社
会
生
活

を
営
む
上
で
必
要
な
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
、

言
葉
遣
い
等
を
学
び
、
学
校
で
は
学
ぶ
こ

と
の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
小
川
中
学
校
で
は
、
11
月
５
日

か
ら
９
日
の
５
日
間
で
実
施
す
る
予
定
で

す
。

第２回 那珂川町夢まつり＜夏＞

マイ・チャレンジ 就 業 体 験 !

優勝した馬頭剣道スポーツ少年団

鷲子山上神社消防馬頭分署

セブンイレブンアイス工房　武茂の郷ケーブルテレビ放送センター
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林業振興会の指導による間伐体験

　

馬
頭
広
重
美
術
館
で
は
、
開
催
中
だ
っ
た

企
画
展
「
平
成
う
な
ぎ
展
―
う
な
ぎ
の
謎
に

迫
る
―
」に
合
わ
せ
て
、「
広
重
う
な
ぎ
祭
り
」

を
８
月
13
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
月
曜
日
で
し
た
が
、
祭
り
の
た

め
特
別
に
美
術
館
を
無
料
開
放
し
ま
し
た
。

馬
頭
高
校
生
に
よ
る
「
う
な
ぎ
の
タ
ッ
チ

コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
う
な
ぎ

を
恐
る
恐
る
触
っ
て
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
な
か
ち
ゃ

ん
」
も
登
場
し
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
勝
っ
た
子

ど
も
に
「
な
か
ち
ゃ
ん
ピ
ン
バ
ッ
ジ
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
、
か
き
氷

も
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
お
盆
の
ひ
と
時
を
広

重
美
術
館
で
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

神
奈
川
県
と
当
町
の
高
校
生
が
里
山
の
自

然
を
学
び
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
「
都
市
と

里
山
と
の
交
流
・
体
験
２
０
１
２
」
が
８
月

８
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
交
流
会
に
は
高
校
生
30
名
の
ほ
か
、
指

導
者
と
し
て
日
本
大
学
の
学
生
５
名
も
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
全
員
が
緑
の
交
流
館

に
宿
泊
し
、
間
伐
体
験
を
し
た
り
、
製
材
工

場
や
馬
頭
高
校
水
産
科
実
習
場
の
施
設
見
学
、

川
遊
び
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
最
終
日
に

は
、
こ
の
交
流
会
が
終
わ
っ
て
も
神
奈
川
県

と
那
珂
川
町
と
の
繋
が
り
を
感
じ
て
も
ら
お

う
と
、廣
田
充
伸
さ
ん
（
小
口
）
の
指
導
の
下
、

交
流
記
念
作
品
と
し
て
「
橋
渡
し
箸
」
を
制

作
し
交
換
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
生
親
子
を
対
象
と
し
た
「
親

子
わ
く
わ
く
塾
」
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
が

８
月
25
日
、
鬼
怒
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
験
に
は
親
子
７
組
18
名
が
参
加
。
栃
木

カ
ヤ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
６
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
約
３
時
間
か
け
て
下
り
ま
し

た
。
流
れ
が
穏
や
か
な
所
で
は
周
囲
の
景
色

を
楽
し
ん
だ
り
、
ボ
ー
ト
か
ら
降
り
て
泳
い

だ
り
し
て
、
み
ん
な
思
い
思
い
に
自
然
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
に
と
っ
て
、
夏
休
み
最
後

の
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

上
河
原
サ
ン
デ
ー
会
主
催
の
「
味
噌
づ
く

り 

農
作
業
体
験
」
が
、
８
月
26
日
、
地
元

の
大
豆
畑
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
今
年
の
３
月

25
日
に
東
京
都
豊
島
区
と
観
光
交
流
都
市
協

定
（
ふ
く
ろ
う
協
定
）
を
結
ん
だ
縁
か
ら
、

豊
島
区
か
ら
来
ら
れ
た
方
も
お
り
、
強
い
日

差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
大
豆
畑
の
草
取
り

作
業
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

　

豊
島
区
か
ら
参
加
さ
れ
た
赤
羽
郁
也
さ
ん

は
、「
生
ま
れ
て
初
め
て
味
噌
づ
く
り
に
向

け
て
の
草
取
り
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
炎

天
下
で
の
作
業
に
な
り
ま
し
た
が
、
良
い
汗

が
か
け
ま
し
た
。
上
河
原
サ
ン
デ
ー
会
の
皆

様
と
ま
た
作
業
で
き
る
日
が
待
ち
遠
し
い
で

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

作
業
後
は
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
囲
み
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

広
重
う
な
ぎ
祭
り

都
市
と
里
山
と
の

交
流
・
体
験

親
子
わ
く
わ
く
塾
で

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
を
実
施

上
河
原
サ
ン
デ
ー
会

「
味
噌
づ
く
り 

農
作
業
体
験
」

林業振興会の指導による間伐体験

　

県
政
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
福
田
知
事

と
直
接
話
し
合
う
「
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
那
珂
川
」
が
８
月
25
日
、
小
川
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
民
約
１
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
ま
ず
、

知
事
に
よ
る
県
政
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後

地
域
づ
く
り
活
動
団
体
と
し
て
那
珂
川
町
ホ

ン
モ
ロ
コ
研
究
会
会
長
川
和
義
夫
さ
ん
（
大

内
）
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
盛
谷
協
議
会
会
長
星

益
次
郎
さ
ん
（
盛
泉
）
に
よ
る
活
動
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
意
見
交
換
に
入
り
、

出
席
者
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希
望
の
多
い

「
安
全
安
心
な
地
域
社
会
」
と
「
高
齢
者
対

策
・
医
療
・
福
祉
」
を
議
題
と
し
て
、
約
１

時
間
に
わ
た
り
活
発
な
意
見
を
交
換
し
ま
し

た
。
意
見
交
換
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
広

報
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
で
は
町
内
の
中
小
企
業
等
の
商
品
開
発

力
と
デ
ザ
イ
ン
振
興
を
図
る
た
め
、
宇
都
宮

大
学
と
連
携
し
、
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
産
学
官
連
携
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
応
募
事
業
者
の
「
ば
と
う
手
づ

く
り
ハ
ム
工
房
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
８
月
20
日
、
馬

頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
教
育
学
部
美
術

教
育
専
攻
の
学
生
８
名
の
作
品
が
提
案
さ
れ
、

デ
ザ
イ
ン
選
考
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
、
長

谷
澤
瞳
美
さ
ん
（
４
年
）
の
作
品
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
親
し
み
や
す
さ

や
手
づ
く
り
感
、
大
人
む
け
の
可
愛
ら
し
さ

等
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
制
作
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

商
品
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

店
頭
に
並
ぶ
の
が
楽
し
み
で
す
。

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
那
珂
川

産
学
官
連
携　

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

洗濯機をご利用のみなさまへ
「指を大けがする事故」にご注意ください

町で使用する一般封筒に広告を掲載しませんか？

○洗濯・脱水槽が確実に停止してから洗濯物を
　取り出してください。

※洗濯・脱水槽が完全に止まる前に洗濯物
を取り出そうとすると、衣類が指にからま
り大けが（時には指を切断）をします。

○ゆっくりした回転でも危険です。

【こんな時は故障のおそれがあり危険です。】
①脱水途中にフタを開けても15秒以内に洗濯・脱水

槽が止まらないとき。
②フタロックが解除されても（脱水終了音が鳴って

も）、洗濯・脱水槽が止まらないとき。
　
　　　　　　　
○速やかにご購入の販売店やメーカーの相談窓

口へご相談ください。

一般社団法人　日本電機工業会
　　　　　　　　　http://www.jema-net.or.jp/

掲載位置：（表面）縦80㎜×横33㎜（縦長）…30,000円
　　　　　（裏面）縦37㎜×横90㎜（横長）…20,000円
印刷部数：10,000枚（長３封筒）
申込期限：９月28日（金）
申 込 先：企画財政課広報広聴係
注意事項：広告の版下・デザインは、電子データで提出。
　　　　　枠内左上に「　　　」の表示（ゴシック体、
　　　　　文字サイズ14ポイント）を入れること。
　　　　　申込多数の場合は、抽選となります。
※詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114）まで

お問い合わせください。
※町ホームページ広告についても、随時募集しておりますの

で、お問い合わせ下さい。

広告
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俳
　
句

牧
牛
の
木
陰
に
入
り
て
秋
暑
し	

	

松　

野　
　

大
門　

正
一

大
花
火
開
き
し
ば
ら
く
し
て
響
く	

松　

野　
　

大
髙　

富
美

初
蝉
や
帰
国
間
近
と
弾
む
声	

松　

野　
　

鈴
木　

君
枝

夕
風
の
青
田
に
響
く
ハ
ー
モ
ニ
カ	

小　

川　
　

小
川
の
ぶ
子

青
空
の
北
海
青
田
壮
大
な
り	

久
那
瀬　
　

堀
江　

直
子

風
呂
敷
に
包
み
き
れ
ざ
る
蝉
の
声	

三　

輪　
　

永
森　

悦
子

　
　

短
　
歌

白
麻
の
背
広
眩
し
く
出
勤
の
亡ち

父ち

を
思
え
り
朝
風
の
庭　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　

塚
原　

タ
イ

取
る
も
の
を
忘
れ
て
暫
し
手
が
止
ま
る
夕
食
準
備
の
冷
蔵
庫
ま
え　
　
　

三　

輪　
　

石
澤
千
代
子

初
盆
の
夫
の
遺
影
に
お
か
え
り
と
言
ひ
つ
つ
そ
っ
と
ま
ぶ
た
押
へ
る

小　

川　
　

吾
妻　

洋
子

痛
む
膝
を
か
ば
う
サ
ポ
ー
タ
ー
揃
え
お
り
今
日
真
夏
日
も
は
な
さ
ず
に
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

内　
　

薄
井　

キ
イ

嫁
ぎ
ゆ
く
孫
の
灯
せ
し
キ
ャ
ン
ド
ル
に
映
ゆ
る
二
人
の
ほ
ほ
え
み
零こ

ぼ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和　

見　
　

小
髙　

歌
子

木む

槿く
げ

か
ら
地
面
に
ぽ
と
り
と
落
し
文
待
っ
て
た
や
う
に
蟻
担
ぎ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

口　
　

影
沢　

よ
し

　
　

川
　
柳

担
い
手
が
去
っ
て
過
疎
地
に
残
る
老
い	

小　

砂　
　

笹
沼　

季
子

勝
敗
じ
ゃ
な
い
感
動
を
生
む
ゲ
ー
ム	

大　

内　
　

郡
司　

正
幸

帰
ら
な
い
過
去
を
こ
や
し
に
し
て
生
き
る	

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

野
仏
も
笑
顔
で
送
る
ラ
ン
ド
セ
ル	

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

聞
く
耳
が
あ
っ
て
思
い
の
た
け
を
吐
く	

薬　

利　
　

大
嶹　

克
明

広
報
文
芸

◇
『
修
羅
の
宴
』

楡　

周
平
／
著

◇
『
ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
肖
像
』

海
堂　

尊
／
著

◇
『
秘
密
は
日
記
に
隠
す
も
の
』

永
井　

す
る
み
／
著

◇
『
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
の
逆
襲
』池

井
戸　

潤
／
著

◇
『
白
ゆ
き
姫
殺
人
事
件
』湊　

か
な
え
／
著

◇
『
冥
土
め
ぐ
り
』

鹿
島
田　

真
希
／
著

◇
『
空
飛
ぶ
広
報
室
』

有
川　

浩
／
著

◇
『
百
年
法
』

山
田　

宗
樹
／
著

◇
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
妹
』高

野　

史
緒
／
著

◇
『
新
島
八
重
の
維
新
』安

藤　

優
一
郎
／
著

◇
『
は
な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁
』

安
武　

信
吾
／
著

◇
『
う
つ
病
の
最
新
治
療
』

関
谷　

透
／
著

◇
『
50
歳
か
ら
の
音
読
入
門
』斎

藤　

孝
／
著

◇
『
災
害
列
島
・
危
険
情
報
地
図
』

成
美
堂
出
版
編
集
部
／
編

◇
『
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』宮

澤　

賢
治
／
原
作

◇
『
ゆ
う
れ
い
と
ど
ろ
ぼ
う
』く

ろ
だ　

か
お
る
／
著

◇
『
オ
ム
ラ
イ
ス
・
ヘ
イ
！
』

武
田　

美
穂
／
著

◇
『
む
し
バ
イ
キ
ン
な
ん
て
こ
わ
く
な
い
』

ま
す
だ　

み
ず
ほ
／
著

◇
『
こ
び
と
づ
か
ん
』

な
ば
た　

と
し
た
か
／
著

◇
『
妖
怪
温
泉
』

広
瀬　

克
也
／
著

◇
『
ぼ
く
ら
の
秘
密
結
社
』

宗
田　

理
／
著

◇
『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
メ
カ
メ
カ
大
さ
く
せ
ん
』

　

原　

ゆ
た
か
／
著

◇
『
メ
リ
ダ
と
お
そ
ろ
し
の
森
』　

ア
イ
リ
ー
ン
・
ト
リ
ン
ブ
ル
／
著

◇
『
音
読
一
年
生
』

対
崎　

奈
美
子
／
著

◇
『
知
ろ
う
食
べ
よ
う
世
界
の
米
』佐藤　

洋
一
郎
／
著

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.e-to

sh
o
.co
m
/n
a
k
a
g
a
w
a
/p
c/

pc00301.aspx

小
野　

不
由
美
／
著

　

読
む
ほ
ど
に
不
穏
な
闇
は

深
ま
り
、
恐
怖
が
増
す
。

　

掌
編
の
名
手
と
し
て
の
技

量
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
、

怪
談
文
学
の
傑
作
。

　

珠
玉
の
百
物
語
怪
談
集
。

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
／
著

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
も

の
」
た
ち
に
は
、
生
き
て

い
た
人
た
ち
の
想
い
が
残

さ
れ
て
い
る
。
突
然
奪
わ

れ
た
命
に
つ
い
て
考
え
る
。

『
鬼
談
百
景
』	

　	

一
般
書	

　

『
さ
が
し
て
い
ま
す
』	

　	

　
児
童
書	

那珂川町
図書館

　

町
青
少
年
育
成
協
会
・
教
育
委

員
会
主
催
に
よ
る
第
７
回
那
珂
川

町
子
ど
も
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
が
８
月
19
日
、
総
合
体
育
館

と
馬
頭
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ク

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
４
種
目
に
37
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

（
全
13
チ
ー
ム
）

○
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝 

１
区
Ｂ
／
準
優
勝 

小
口

○
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝 

谷
田
／
準
優
勝 

浄
法
寺

　

本
町
の
石
井
一成
選
手
（
高
岡
）
が
主
将
を
務
め
る
作

新
学
院
は
、
第
94
回
全
国
高
校
野
球
に
栃
木
県
代
表
と

し
て
出
場
し
、
２
年
連
続
で
ベス
ト
８
に
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　

初
戦
の
佐
久
長
聖
（
長
野
県
）
戦
で
は
序
盤
に
４
点

を
失
う
も
の
の
、
６
回
、
７
回
に
は
本
塁
打
も
飛
び
出
し
、

９
―
５
と
逆
転
勝
ち
し
ま
し
た
。
立
正
大
淞
南
（
島
根

県
）
と
の
２
回
戦
で
は
、
７
回
に
石
井
選
手
の
右
前
適
時

打
か
ら
５
連
続
安
打
で
７
点
を
挙
げ
る
な
ど
打
線
が
爆
発

し
、
19
安
打
で
19
―
３
と
圧
勝
し
ま
し
た
。
３
回
戦
の
相

手
は
仙
台
育
英
（
宮
城
県
）。
２
―
２
で
迎
え
た
７
回
裏
、

中
前
打
の
石
井
選
手
が
エ
ラ
ー
で
２
塁
に
進
む
と
、
２
番
の

鶴
田
選
手
の
ヒ
ッ
ト
で
石
井
選
手
が
生
還
し
、
３
―
２
と

勝
ち
越
し
ま
し
た
。

　

準
々
決
勝
の
東
海
大
甲
府
（
山
梨
県
）
戦
で
は
、
終
始

先
手
を
取
ら
れ
る
展
開
で
、
最
後
ま
で
粘
り
強
く
戦
う
も

の
の
４
―
８
で
敗
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
続
く
ベス
ト
４
は
逃

し
ま
し
た
が
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
多
く
の
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

３
on
３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル  

（
全
６
チ
ー
ム
）

優
勝　

浄
法
寺
／
準
優
勝 

小
口

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
全
10
チ
ー
ム
）

○
Ａ
コ
ー
ト　

優
勝 

谷
田
／
準
優
勝 

栄
町
Ｂ

○
Ｂ
コ
ー
ト

優
勝 

１
区
／
準
優
勝 

旭
町

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
（
全
８
チ
ー
ム
）

優
勝 

13
区
／
準
優
勝 

小
口

子
ど
も
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

走
り
高
跳
び
で

全
国
大
会
等
に
出
場

水
泳
（
自
由
形
）
で

全
国
大
会
に
出
場

　小川中学校３年の高橋和希君（谷田）は
県中学陸上競技大会の男子走り高跳びで優
勝し、関東中学陸上競技大会（８月９日～
10日・前橋市）に出場し、８位に入賞。ま
た、県総体陸上競技大会でも男子走り高跳
びで３位となり、全日本中学陸上競技選手
権大会（８月19日～22日・千葉市）に出場
し、決勝まで進み９位と健闘しました。

　馬頭中学校３年の山内竜司君（馬頭）は
県中学総体水泳競技大会の男子水泳50ｍ自
由形で優勝し、８月21日～23日に小山市で
行われた全国中学校水泳競技大会に出場し
ました。

作新学院の主将として大活躍した石井一成選手

夏の甲子園で作新学院が２年連続ベスト８に

スーパーキックベースボール

インディアカ ソフトバレーボール



期日　11月11日（日）
講師　NPO法人フローレンス
　　　代表理事　駒

こま

崎
ざき

 弘
ひろ

樹
き

氏
場所　パルティとちぎ
　　　男女共同参画センター ホール
定員　200名（先着順）
申込方法　
①パルティホームページ
（http://www.parti.jp/）　
②往復はがき　
③直接来館
問い合わせ　
パルティとちぎ男女共同参画センター

 ☎028－665－8323

募集人員　４０名
（推薦４割程度・社会人１割程度を
含む）
修業年限　３年（全日制）
願書受付期間
　10月１日（月）～10月12日（金）
試験日 10月27日（土）
試験会場　国際医療福祉大学
　　　　　塩谷看護専門学校
　　　　　（塩谷病院敷地内）
※受験資格、応募方法、試験科目等
の詳細はお問い合わせください。
問い合わせ　　　国際医療福祉大学

塩谷看護専門学校　事務部
☎0287－44－2322
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時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00 文字放送
7:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00 企画番組
13:30

文字放送14:00
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 植物の世界
18:00 サイエンスCH
18:30 都市づくりを考える

19:00 企画番組

19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組  
20:30
21:00 サイエンスCH
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00 企画番組
22:30 文字放送
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0:30
1:00 NewsなかがわＴＯＷＮ

朝まで 文字放送

9月11日｢警察相談の日｣

　警察では、犯罪等による被害の未然
防止に関する相談、その他県民の安全
と平穏についての相談に応じるため
各種の相談窓口を設けています。
◎那珂川警察署 ☎0287-92-0110
◎警察本部　　　
・警察相談電話　
☎＃9110（プッシュ回線・携帯電話）
☎028-627-9110　（ダイヤル回線）
・悪質商法相談 ☎028-624-1110
・ヤングテレホン z0120-87-4152
・シルバー110番 ☎028-627-4680
・性犯罪被害者相談 z0120-710-873
・覚せい剤110番 ☎028-624-0919
・暴力相談 ☎028-622-2424
※緊急の事件・事故以外の相談につい
ては、110番ではなく＃9110番を利用
してください。

　求職者と求人者が一堂に会する、
「障害者合同就職面接会」を開催し
ます。当日参加も可能です。
日時　10月3日（水）
　　　午後1時30分～4時30分
開催場所　ホテル東日本宇都宮
問い合わせ ハローワーク那須烏山

☎0287－82－2213

住　宅　名 舟戸（昭和50年築）

部 屋 番 号 ４－３

間　取　り ２Ｋ

入居時家賃 6,100～9,100（円）

※町営住宅の家賃は所得に応じて、
決定します。　　　　　　　　　　
募集期間　
　　９月14日（金）～28日（金）
その他　申込方法、入居資格等の詳
細は、お問い合わせください。
問い合わせ　建設課管理係 

☎0287－92－1118

●第20回特別展｢那須の縄文社会が
変わるころ―縄文時代中期から後期
へ―｣
　栃木県における那須地域の縄文時
代中期から後期への様相を、那珂川
流域の遺跡を中心にわかりやすく紹
介します。
会期　9月22日～11月25日まで
開催場所　大田原市なす風土記の丘
　　　　　湯津上資料館
観覧料金　一般100円・学生50円・
　　　　　中学生以下は無料
休館日　月曜日（祝日開館）、祝日
　　　　の翌日
●特別展講座

「縄文時代中期から後期の那須地域」
日時　10月7日（日）
　　　午後１時30分～３時30分
講師　片根 義幸（当館職員）
開催場所　栃木県立なす風土記の
　　　　　丘資料館
定員　60名　　参加費　無料
申し込み・問い合わせ
栃木県立なす風土記の丘資料館

☎0287－96－3366
FAX0287－96－3340

日時　10月21日（日）
　　　午後１時～４時30分
場所　とちぎ福祉プラザ
内容　講演等「吃音に関する基礎知
識」～どもる子ども達、保護者、本
人のより楽な暮らし方を求めて～
対象　吃音者、吃音児をお持ちのご
家族、吃音問題に関心のある方
参加申し込み　不要
参加費　無料
問い合わせ　栃木言友会 古川元一

☎0282－43－8439
携帯090－3138－1507

Ｅメール　genyut@mocha.ocn.ne.jp

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

　～人とひと　つなぐ絆は
　　　　　　　　　思いやり～
日時　９月30日（日）
　　　午前10時～午後4時30分
会場　栃木県立県南体育館
開催内容
・ダイアモンド☆ユカイ
　ハートフルライブ＆トーク
・辻井いつ子トークショー
・それいけ！アンパンマンショー
・映画「僕らのワンダフルデイズ」
・体験・展示のコーナー　その他
☆入場は無料です。
問い合わせ
　栃木県県民生活部人権施策推進課

　　　　　　☎028－623－3027
FAX028－623－3028

日時　10月19日（金）
　　　　午後１時～午後７時
　　　10月20日（土）
　　　　午前10時～午後4時
場所　㈱福田屋百貨店
　　　宇都宮店　３階特設会場
対応者　栃木県労働委員会の委員
　　　  （弁護士等）
相談内容　労使関係のトラブル
その他　費用無料、
　　　　予約者優先（飛び込み可）
予約・問い合わせ
　　栃木県労働委員会事務局

　　　　　　☎028－623－3337

町民の皆さまもぜひご鑑賞ください。
日時　9月29日（土）午後１時開場
場所　小川総合福祉センター
　　　あじさいホール（入場無料）
賛助出演　烏山中学校吹奏楽部
問い合わせ　県立烏山高校

　　　　　　☎0287－83－2075

　10月15日（月）～21日（日）は、行
政相談週間です。
　10月20日に行われる福祉まつりに
おいて、福祉相談会と合同で「特設行
政相談会」を開催します。
　行政への苦情や意見・要望等があ
りましたら、行政相談員が対応します
ので、お立ち寄りください。
日時　10月20日（土）
　　　午前9時～正午
場所　小川総合福祉センター内
　　　相談コーナー
問い合わせ 総務課 ☎0287－92－1111

　町では、公園墓地２区画の使用申
込みの受付を下記のとおり行います。
墓地の概要
（名称）　那珂川町公園墓地
（所在）　那珂川町馬頭2558-87
（区画・面積・使用料等）

区　分
西 第 4 段
第 6 号

１区画 6 ㎡

東 第 4 段
第 8 号

1 区画 6 ㎡
区画数 １区画 １区画
使用料 450,000 円 450,000 円
管理料 年 2,500 円 年 2,500 円

※使用料は、使用許可されたとき１回
のみです。
※管理料は、毎年納入になります。
使用者の資格
　本町に住所を有する方
申込方法　使用許可申込書に必要事
項を記入のうえ、住民生活課又は総合
窓口課に提出してください。申込書は
住民生活課・総合窓口課にあります。
申込期間　
　9月14日(金)～9月28日(金)
使用者の決定
　多数応募の場合は、抽選により決
定します。抽選日は、後日申込者に直
接連絡いたします。
問い合わせ　住民生活課

☎0287－92－1112

「ヒューマンフェスタとちぎ
2012in小山」のお知らせ

特設行政相談会
を開催します

那珂川町公園墓地
使用申込受付のお知らせ

公開講座『働き方革命～あなたが
今日から日本を変える方法～』

受講者募集

塩谷看護専門学校入学試験の案内
（推薦・社会人入試）

栃木県立なす風土記の丘資料館
特別展・関連イベントのご案内

第7回栃木・吃音（どもり）を
考えるつどい

9月11日｢警察相談の日｣
相談窓口のご案内

障害者合同就職面接会
開催のお知らせ

町営住宅入居者募集のお知らせ

栃木県労働委員会による
「労働相談会」のお知らせ

烏山高校吹奏楽部第3回定期
演奏会のお知らせ

ケーブルテレビ企画番組内容

★お知らせ★
都合により予告なく番組を変更すること
があります。電子番組表（リモコンの

「番組表」ボタン）での確認をお願いします。
問い合わせ：Z0120-227-445

日　付 番　組　名

9/10～9/16 Hello!!　元気っこ

 9/17～9/23 企画番組
リクエストアワー

9/24～9/30 イアン’S　キッチン

10/1～10/7
みんなで子育て
わんぱく広場

お知らせ お知らせ
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9 月 1 日現在の人口
（住民基本台帳）

	　男　	 9,382 人（－ 15）
	　女　	 9,344 人（－ 13）
	　計　18,726 人（－ 28）
	世帯数		6,125　			（－		4	）

（　）内は前月との比較
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、
後
円
部
の
横

穴
式
石
室
か
ら
大
小
７
点
が
出
土

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
銅
地
に
金

ま
た
は
銀
張
り
で
す
。
金
張
り
の

厚
い
も
の
は
、
あ
た
か
も
純
金
製

品
の
よ
う
に
し
っ
か
り
と
し
た
つ
く

り
と
な
って
い
ま
す
。

　

金
は
地
中
に
お
い
て
も
大
気
中

に
お
い
て
も
錆
び
な
い
も
の
と
い
わ

れ
、
軟
ら
か
く
、
加
工
し
や
す
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。
そ
の
こ
と
か

ら
永
遠
や
不
老
不
死
の
象
徴
と
し

て
古
く
か
ら
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
人
類
が
は
じ
め
て
出
会
っ
た

金
属
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
最
古
の
金
製
品
と
し
て

は
、
福
岡
県
志
賀
島
か
ら
出
土
し

た
「
漢
委
奴
國
王
（
か
ん
の
な
の

わ
の
こ
く
お
う
）」
の
金
印
が
有
名

で
す
が
、
金
製
品
・
金
銅
製
品
が

多
く
流
通
し
て
い
く
の
は
古
墳
時

代
に
な
って
か
ら
で
す
。
古
墳
時
代

再生可能エネルギーの時代⑦

環境総合推進室
☎0287－92－1110

　

今
回
は
、
「
地
熱
発
電
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

◆
地
熱
発
電
っ
て
な
に
？

　

火
山
地
帯
の
地
下
数
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
ろ
に
は
マ
グ
マ
だ
ま

り
が
あ
り
、
こ
れ
に
地
下
水
が
触

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
温
・
高
熱

の
水
ま
た
は
水
蒸
気
が
発
生
し
ま

す
。
そ
の
蒸
気
を
利
用
し
て
、
電

気
を
作
る
こ
と
を
地
熱
発
電
と
い

い
ま
す
。

◆
地
中
に
眠
っ
た
地
熱
貯
蔵
庫

　

日
本
は
火
山
列
島
と
呼
ば
れ

る
ほ
ど
、火
山
の
多
い
国
で
、地
下

深
部
に
は
マ
グ
マ
が
存
在
し
、膨

大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
眠
っ
て
い
ま

す
。深
さ
30
～
50
キ
ロ
で
約
１
，

０
０
０
℃
程
度
と
な
り
、
大
き
な

熱
の
貯
蔵
庫
と
言
え
ま
す
。

◆
地
熱
発
電
の
長
所

　

地
熱
発
電
は
、
火
力
発
電
に
く

ら
べ
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少

な
く
純
国
産
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。　
　
　

　

そ
の
一
方
で
、
地
熱
発
電
に
適

し
た
場
所
が
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
推
進
に

あ
た
っ
て
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。

※
次
回
は
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
か
ら

　

太
陽
熱
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

画
像
出
典
：
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

地
熱
発
電
編

冷水の流れ
熱水の流れ

0287-96-3105
324-0501 2589

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

不法投棄現場周辺の
水質分析結果

（平成24年度経年変動調査分）

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結
果をお知らせします。

調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
採 水 日　６月11日
採水場所　１、周辺環境水
　　　　　　　①投棄地直下河川　
　　　　　　　②農業用水　
　　　　　　　③小口川上流
　　　　　２、投棄現場浸出水
　　　　　　　①投棄地下流側観測井　
　　　　　　　②投棄地内観測井
　　　　　３、周辺人家井戸水
　　　　　　　人家井戸水7か所
調査結果　すべての地点で環境基準以下
　　　　　→周辺への汚染拡大の兆候は認められ
　　　　　　ない。
問い合わせ　馬頭処分場整備室那珂川分室　

☎0287－92－1411
　　　　　　環境総合推進室　　☎0287－92－1110

　総務省統計局では、10月1日に就業構造基本調査を行います。
　９月下旬に調査員が、調査票の記入のお願いにお伺いします
ので、ご回答よろしくお願いいたします。
　調査員は、「調査員証」を携帯しています。

「就業構造基本調査」は、総務省統計局が都道府県・市町
村を通じて行う統計調査です。

川崎古墳出土の耳環
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秋季特別展

す。
　橋の手前の左側には高札場があります。北詰に
は日本橋魚河岸ありました。天秤棒を担いだ魚や
野菜の行商人がいます。反対側の子犬のいる場所
は罪人の晒

さら

し場でした。橋には擬宝珠が付けられ
橋の格式を表しています。
　　　　　　　　馬頭広重美術館	館長　市川信也

【会　　期】		前期	9月14日(金)～10月14日(日)
【休 館 日】　毎週月曜日（祝日除く）、	
　　　　　　　祝日の翌日（9月22日は開館）
【開館時間】		午前9時30分より午後5時まで
　　　　　　		（但し入館は4時30分まで）
【入　館　料】		大　　人　　	700円（630円）
　　　　　　　高・大学生				400円（360円）
※（	）は20名以上の団体料金。
※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料。
※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名は半額

　歌川広重（1797～
1858）は、150年以
上前の日本の風景を
数多く描いています。
今日でも江戸時代そ

のままの景観を残している場所もあれば、まったくの別
世界になってしまった場所もあります。
　特に東京は寺社仏閣や道路や河川などにその面影
を残している場所もありますが、相対的にはほぼ全て
変わってしまったと言っても過言ではないでしょう。逆
に広重が描いた景観を多く残しているのが東海道をは
じめとした街道です。今日では徒歩で東海道を歩き、
当時の面影を探る旅行がブームになっていると聞きま
す。一度に東京から京都まで行くのではなく２から４
宿場位に区切って旅をするので老若男女だれでも参加
できるようです。ただし江戸時代は目的を持った旅な
ので東海道の場合は約500㎞の距離を約二週間かけ
た旅でした。旅の始まりは近所の人たちと水杯を交わ
し、道中で徒歩が疲れると馬や駕

か

籠
ご

を利用し、川を渡
る時には渡舟や川越人足に担がれ、疲れれば葦

よし

簀
ず

張り
の茶屋に寄り、宿場では平

ひら

旅
はた

籠
ご

に泊まり名物や名産を
食し、突然雨が降れば近くのお堂や農家の庭先に避難
し、ごまのはい（詐欺師）に注意し、病にかからないよ
う旅を続けました。厳しさもあれば、いたわりのある旅
でもあります。
　今回紹介する作品は「東海道五拾三次之内	 	日本
橋　朝之景」です。日本橋は五街道の起点として今日
でも変わりません。日本橋には七ツ立ち（午前４時頃）
して国元に帰る大名行列の一行が渡っているところで

「東海道五拾三次之内　日本橋　朝之景」

第84回

ミニギャラリー  平成23年度　那珂川町観光写真コンテスト受賞作品

広重と東海道展 ―保永堂版東海道・竪絵東海道を中心に―

あなたの作品をここに出展し
てみませんか？
絵画、写真、絵手紙、手芸な
どの作品をお待ちしておりま
す。
申込み・問合せ…企画財政課
☎０２８７―９２―１１１４

22

入選「かけ橋」
阿部光雄さん（那須町）

入選「秋の足音」
渡部久恵さん（宇都宮市）


